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牛車腎気丸の 乏精子症 に対する効果
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目的　牛車腎気丸は種々 の 老人性疾患や糖尿病合併症な ど に頻用 され る漢方薬で 、八 味地

黄丸 とよ く似た生薬構成 を示 す 。 今回、牛車腎 気丸 を乏 精子症例に投与 し、そ の薬理効果 、

特 に 内分泌機能 へ の 影響 と精液所見 に 及ぼす効果を検討 した 。

方法　対象は不妊を主訴 とする乏精子症患者24例で 、牛車腎気丸 （ツ ム ラ） 1 日 7，5g を

分 3で 、12週間投与 した 。 4 週毎 に 当科外来を受診 さ せ 、精液検査と血中LH 、FSH 、　 prol

actin （PRL ）、　 testosterone （T）、　estradiol （Ez）を測定 し、そ の 経 日 的変化を比較検討 し

た。各症例は夫婦 で治療を受 け て い る た め 、精 液 は 単層 パ ー
コ
ー

ル 法 に よ り濃縮 し、そ の

前 後で精子濃度 、精子運動率 を測定する こ とが 多か っ た 。 精液所見か ら症例は有効群 （R

群 ：n ＝ 　16）と無効群（皿群 ；n ＝ 8）に分け られ ．対照群 （1群 ：n − 12）と比較検討さ れ た 。

結果 　血中 丁 は 1群で 6，8± 1．8ng／ml で 、　H 、皿群で は その 78，71％ と有意（P＜ 0．01） に 低

か っ た。血中 E2は 1、皿、皿群 で 24．6± 8．8．40．6± 15，4、36．7± 15．9pg／ml で 、　H 群で 有

意に 高 く、従 っ て T ／E2比 は H、皿群で共 に 1群よ り有意に低値を示 した
。 しか し、本剤服用

期間中 い ずれの 値 に も大きな変動は な か っ た 。

一方、血中LH 、FSH 、　PRL 値 は 各 群間 で 差

はなか っ た 。 精液所見 に 対して牛車腎気丸 は精子濃度を服用 4 週 目よ り増加させ 、8週目に

は前値の 264％となり、12週 目まで 持続 した 。 さ らに Percoo11法 に よ る精子 濃縮率 も高ま っ

た。しか し長期服用す る と、精子濃度や Percoll法 に 対する精子濃縮率 は 再び低下 した 。

一

方、精子運動 率 に 対する効 果 は あまり認 め られな か っ た 。 本剤服用期間中 5例に 妊娠が成立 しtie

考察　牛車腎気丸は 10種の 生 薬か ら構成 され、そ の 主 な 薬理作用 に は利 尿作用 （水電解質

代謝）、脂質分解阻害作用、蛋白合成促進作用 な どが あ る。本剤に は あま りホ ル モ ン 様 作

用 を示す生薬はみ られず、わ ずか に サ ン ヤ ク に 男性 ホ ル モ ン 増強作用 が あ るの み で あ る。

本剤は従来より八味地黄丸 の 作用 を 増強さ せ る 場合 に 用 い られ るき た
。 我々 の 成 績で は八

味地黄丸投与 に よる精子濃度 の 平均増ηロ率 は 166 ％ で あ っ た 。 牛車腎気 丸 で こ の 精子濃度

増加作用 がさ らに 増強 された こ とは両剤の 使用目標を考え合わ せ る と極め て興味深 い
。

結論　牛車腎気丸は乏精子症 に 極 め て 有効 で 、特 に 精子濃度を著 しく改善さ せ る こ とを初

め て 明 らか に した 。
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